
 
 

 

令和７年度 事業報告 
 
《 法 人 》 
 
１ 重要な決議事項の経過 
（１）理事会・評議員会 

令和７年 ６月 ６日（金） 理事会 
     場  所  みずほの里    大会議室 
     協議事項   定時評議員会の招集について 
           監事監査規程の一部改正について 
           役員等報酬規程の一部改正について 

令和６年度 事業報告及び収支決算について 
           監査報告 

令和７年度 １次補正収支予算について 
理事及び監事の選任について 
評議員候補者の推薦について 
評議員選任解任委員会委員の選任について 
借入金連帯保証人の変更について 

                   
   令和７年 ６月２５日（金） 定時評議員会 
     場  所  みずほの里     大会議室 
     協議事項   役員等報酬規程の一部改正について 

令和６年度 事業報告及び収支決算について 
監査報告 
令和７年度  １次補正収支予算について 
理事及び監事の選任について 
借入金連帯保証人の変更について 

 
   令和７年 ６月２５日（金） 理事会 
     場  所  みずほの里     大会議室 
     協議事項   理事長の選出について 
           常務理事の選出について 
           理事の業務分担について 
 
   令和７年１２月２日（火） 理事会 
     場  所  みずほの里  大会議室 



 
 

 

     協議事項   臨時職員取扱要綱の一部改正について 
           一般職群職員取扱要綱の一部改正について 
           労働条件限定職員転換制度実施規程の一部改正について 
           給与規程の一部改正について 
           新規採用者の基本給に関する取扱特例要綱の一部改正について 
           継続雇用制度実施規程の一部改正について 
           旅費規程の一部改正について 
 
   令和８年 ３月 ３日（火） 理事会 
     場  所  みずほの里  大会議室 
     協議事項  評議員会の招集について 
            令和７年度２次補正収支予算について 

令和８度 事業計画について 
令和８年度 収支予算について 

           役員等賠償責任保険契約締結の承認について 
           永年勤続表彰規程の制定について 
 

令和８年 ３月２３日（月） 評議員会 
     場  所  みずほの里  大会議室 
     協議事項   令和７年度２次補正収支予算について 

令和８年度 事業計画について 
令和８年度 収支予算について 

 
（２）経営会議（月１回：計１２回） 

    理事等職務権限規程が定める理事担当業務の進捗管理、法人経営状況（収入管理、 
サービス管理等）に関する協議を実施 
 
 

２ 事業運営上生じた重要案件 

   運営上生じた重要案件はございません 

 

３ 監事監査、法人一般指導監査及び運営指導等における指摘事項 

（１）内部監査  10/6，7 （業務） 

（２）監事監査  5/15，16（会計・業務監査） 

（３）運営指導  みずほの里（居宅介護支援 10/22） 

ひいなの里（小規模多機能型居宅介護 3/19） 



 
 

 

ながすずの里（地域密着型特養 10/16） 

 （４）診療所立入検査 

           みずほの里医務室 10/28 

 （５）給食施設指導 

           ながすずの里 1/22 

 

４ その他役員会等から報告を求められた事項 

   報告等の請求はございません 

 
５ 法人事業報告 

（１）経営基盤の安定 
   法人全体の事業収入は、当初予算比１０４．６％となり、拠点別では、みずほの

里１０３．５％、ひいなの里１０５．８％、ながすずの里１０５．４％となった。 
事業所別の稼働率では、ひいなの里 認知デイひいなが高稼働で推移した。、 
人件費は、最低賃金の改定の影響により前年比１０５％となったが、人件費率で

は、介護保険による事業収入の影響で昨年同様の６５％で推移した。  
事業費及び事務費は、使用量の削減に努めたが、物価高騰の影響や石油製品の高

騰による物品等の上昇が影響、前年比１０２．５％と増加した。 
令和７年度は、昨年同様に行政より、物価高騰支援補助金の給付や電力料金等へ

政府系補助金が支給もあり、経費の増額よりも事業収入が大きく増えたことで、経

常増減差額は前年比１０９％となった。  
会務等は、法人ガバナンスの下、経営会議・法人会議を定期で開催、理事担当業

務については、法令遵守・組織統治、財務管理、人事労務管理、リスク管理、人材

教育研修管理、地域公益活動管理、介護サービス管理の進捗を管理した。 
 

（２）施設整備 
   開設当初に導入した設備等の経年劣化に伴う更新工事等が増加、事業計画・予算

のとおり計画的に補修等を施工した。 
 
（３）法人本部事務局体制の確立 
   経営諸課題については各種会議で協議、次世代の管理者を中心とした経営企画室

では介護報酬改定への対応や効率性追求にため実践に向けた取組みなどの検討を

行った。 
財務管理・人事労務管理については、外部の会計事務所（財務）や社会保険労務

士事務所（労務）から業務支援があり適正な管理と担当職員の資質向上にもつなが

った。 



 
 

 

    
（４）人材育成 
   外部研修への派遣を再開、平行してＷｅｂリモートによる研修会にも積極的に参

加した。 
人材育成研修担当理事が中心となり、基本計画に基づく、階層別研修会（新人研

修・中級研修・上級研修・管理職研修・新人指導者研修）、研究発表取組など外部

講師の招聘などを実施、職員の資質向上に努めた。 
新人職員への育成体制については、プリセプター制度研修を採用、当事者以外に

も施設関係者、法人関係者が深く関与している。 
 
（５）選ばれる施設・選ばれる職場 
   ユースエール制度（労働局が認定する制度で若者の離職の低減、教育体制の整備、

年次有給数など条件が必要）並びにやまがた認証介護事業者制度（山形県が認定す

る制度で人材育成、職場環境、労働環境の整備など条件が必要）の再認証があり、

労働環境の整備や働きやすい職場環境づくりに努めた。 
   職員の処遇改善については、最低賃金の引上げや介護報酬等による処遇改善など

により、職種に限定されることなく全職員対象に処遇の向上に努めた。 
また、昨年同様、山形労働局及びハローワーク山形主催の就職セミナー・若者地

域連携事業への積極的な参画やマイナビ２０２６新採就職サイト（インターンシッ

プ２０２７を含む）の利用などにより、新卒介護職員等の確保に至った。 
併せて介護職員実務者研修対象者へ奨学貸付制度による受講費用への貸付、制度

開始年（平成２７年度）から延べ人数５３名への貸付を行っている。 
 
（６）ⅠＴ化推進 
   事業計画・予算のとおり、介護職員の心身の負担軽減につながる機器を３拠点で 

導入した。 
ひいなの里では山形県介護生産性向上総合支援センターの伴奏支援により、生産 

性向上に関する課題に対して、改善に向けた取組みを実施した。 
また、Web リモート機材を有効に活用、法人内の会議の他、外部研修の受講など 

にもスムーズに対応ができた。  
法人ホームページやソーシャルメディアネットワークなどを有効活用したこと 

  でフォロワー数の確保や法人認知度の向上につながった。 
 
（７）みゆき会グループ・関係機関との連携等 
   社会医療法人みゆき会との連携として河北町ドミナント（ひいなの里・紅寿の里）、

みゆき会グループ連携体制（上山地区介護事業所の連携）において、運営状況の確



 
 

 

認、居宅介護支援事業所の連携、相互の研修会への参加など連携推進を図った。 
   また、法人単位・施設単位で関係機関や地域、介護事業者連盟山形支部との連携

を深めた。 
 
（８）社会福祉法人としての公益的な取組みの検討 

地域貢献担当理事が中心となり、年間の事業計画に基づき、地域単位での外部活

動や行政主導のイベントにも参加した。 
また、山形県・上山市・河北町が主催する介護保険事業運営協議会、在宅医療連

携推進会議、地域包括支援に関するネットワーク会議、介護保険事業連絡会、キッ

ズタウンやまがた、モンテディオ山形 SDGｓコミュニティへ参加を行った。 
地域ニーズに基づき、介護教室（音楽・リハ・口腔・栄養）へ職員を派遣した。 



 
 

 

《 みずほの里 》  
 
１ 経営基盤の安定 

長期入所平均稼働率９７．３％（前年９８．１％）、短期入所平均稼働率９３．

９％（前年９１．２％）、通常規模型デイ平均稼働率８６．４％（前年８８．０％）、

認知症対応型デイ平均稼働率６４．４％（前年６９．７％）、グループホーム平均

稼働率９７．９％（前年９８．３％）、居宅介護担当確保１，４５６件（前年１，

５４１件）となった。 
長期入所では３９名の退所（例年３０名程度 前年２９名）があったが短期間で

新規入所者の調整ができ目標を達成することができた。短期入所は下半期に長期間

利用の利用者の施設入所・入院・逝去が相次ぎ、そのカバーができなかったため目

標未達だった。通常規模型デイは上半期に入院者・逝去者が多く下半期に稼働が回

復したが目標未達だった。認知症対応型デイは冬期に入院者・逝去者が急増し目標

未達となった。グループホームは入院者の入院期間が長引き目標未達だった。居宅

は目標を上回るケアプラン数を確保できた。 
DX推進については生産性向上委員会を中心に課題の見える化や介護ロボット導

入についての検討を実施した。 
事業継続計画に基づいた災害対応の机上訓練等を実施したほか、ＳＤＧｓについ

ては継続的に「古着でワクチン」や「フードバンク」に取り組んだ。 
適正なコスト管理については事業費１７．７％（目標 17％以内）、事務費１０．８％（目標

1０％以内）となった。 

ながすずの里との協力体制では会議や委員会・研修会・地域活動等を共催するなど、

職員が交流できる機会を継続して確保した。 

介護報酬改定への対応については期中改定等にも適切に対応した。 

    
（１） 長期入所（地域密着型特別養護老人ホームも含む） 

利用状況 
   ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 
利用延人数 ２，９３５ ３，０３５ ２，９４７ ３，０５８ ２，９９８ ２，９８３ 

平均入所者数 ９７．８ ９７．９ ９８．２ ９８．６ ９６．７ ９９．４ 

稼 働 率 ９７．８ ９７．９ ９８．２ ９８．６ ９６．７ ９９．４ 

平均介護度 ４．０４ ４．０５ ４．０３ ４．０２ ４．０１ ４．０１ 

 １０月 １１月 １２月 １月 ２月   ３月 

利用延人数 ３，０４４ ２，９４０ ２，９７７ ２，９８０ ２，６７７ ２，９４９ 

平均入所者数 ９８．２ ９８．０ ９６．０ ９６．１ ９５．６ ９５．１ 

稼 働 率 ９８．２ ９８．０ ９６．０ ９６．１ ９５．６ ９５．１ 

平均介護度 ４．００ ４．０２ ３．９９ ３．９８ ４．００ ４．００ 

① 延利用者数    ３５，５２３人 



 
 

 

② 平均入所者数  ９７．３人／日 
③ 平均稼働率   ９７．３％ 
④ 平均介護度   ４．０１（各月末時点平均） 
⑤ 利用定員数   広域型８０人、地域密着型２０人 

 
長期入所待機者数                         （３月末現在） 

 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 合計 

上山市 ３ １４ ４１ ２５ １１ ９４ 
市 外 ０ ０ ２ １ ０ ３ 
合  計 ３ １４ ４３ ２６ １１ ９７ 

①  内訳（上山市内）  男性２７人   女性 ６７人 
②    （上山市外）  男性 ０人   女性  ３人 

 
 
（２）短期入所 

利用状況 
 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 
利用延人数 ５９０  ６０２ ６１１ ６３２ ６４１ ５３６ 

平均利用者数 １９．７ １９．４ ２０．４ ２０．４ ２０．７ １７．９ 

稼 働 率 ９８．３ ９７．１ １０１．８ １０１．９ １０３．４  ８９．３ 

 １０月 １１月 １２月  １月   ２月 ３月 
利用延人数 ５５１ ５２６ ５２６ ５４５ ５４３ ５５４ 

平均利用者数 １７．８ １７．５ １７．０ １７．６ １９．４ １７．９ 

稼 働 率 ８８．９ ８７．７ ８４．８ ８７．９ ９７．０ ８９．４ 

①  延利用人数   ６，８５７人 
②  平均利用者数  １８．８人／日 
③  平均稼働率   ９３．９％ 
④  ３月末登録者数 ７９人 
⑤  利用定員数   ２０人 

 
 
（３）通常規模型デイサービスまる 

利用状況                           
   ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 
利用延人数 ６９０ ６９３ ６２５ ６５２ ６１４ ６２３ 

平均利用者数 ２６．５ ２５．７ ２５．０ ２４．１ ２３．６  ２４．０ 

稼 働 率 ８８．５ ８５．６ ８３．３ ８０．５ ７８．７  ７９．９ 



 
 

 

 １０月 １１月 １２月  １月   ２月 ３月 
利用延人数 ６９５ ６４３ ６８６ ６５０ ６９６ ７４６ 

平均利用者数 ２５．７ ２５．７ ２７．４ ２７．１ ２９．０ ２８．７ 

稼 働 率 ８５．８ ８５．７ ９１．５ ９０．３ ９６．７ ９５．６ 

①  延利用人数   ８，０１３人 
②  平均利用者数  ２５．９人／日 
③  平均稼働率   ８６．４％ 
④  ３月末登録者数 １０１人 
⑤  利用定員数   ３０人／日 

 
 
（４）認知症対応型デイサービスはなまる 

利用状況                          
   ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 
利用延人数 ２３６ ２４４ ２３１ ２２８ ２２５ ２２０ 

平均利用者数   ９．１ ９．０ ９．２ ８．４ ８．７ ８．５ 

稼 働 率  ７５．６ ７５．３ ７７．０ ７０．４ ７２．１ ７０．５ 

 １０月 １１月 １２月  １月   ２月 ３月 
利用延人数 ２１７ １９４ １５９ １６５ １２７ １４３ 

平均利用者数 ８．０ ７．８ ６．４ ６．９ ５．３ ５．５ 

稼 働 率  ６７．０ ６４．７ ５３．０ ５７．３ ４４．１ ４５．８ 

①  延利用人数   ２，３８９人 
②  平均利用者数  ７．７人／日  
③  平均稼働率   ６４．４％ 
④  ３月末登録者数 ２６人 
⑤  利用定員数   １２人／日 

 
（５）グループホームみずほ 

利用状況 
 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

利用延人数 ５２５ ５４４ ５１０ ５５７ ５２３ ５３５ 

平均利用者数 １７．５ １７．５ １７．０ １７．９ １６．９ １７．８ 
稼 働 率 ９７．２ ９７．５ ９４．４ ９９．８ ９３．７ ９９．１ 

 １０月 １１月 １２月  １月   ２月 ３月 
利用延人数 ５５８ ５１３ ５５３ ５５２ ５０３ ５５８ 

平均利用者数 １８ １７．１ １７．８ １７．８ １７．９６ １８ 

稼 働 率 １００ ９５．０ ９９．１ ９８．９ ９９．８ １００ 



 
 

 

① 延利用人数   ６，４３１人 
② 平均利用者数  １７．６人／日 
③ 平均稼働率   ９７．９％   
④ 平均介護度   ２．８４（各月末時点平均） 
⑤ 利用定員数   １８人／２ユニット 

 
（６）居宅介護支援事業所みずほ 

介護度別ケアプラン作成件数                   （単位：件） 
   ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 
要支援１・２ １３ １３ １２ １１ １２ １１ 
要介護１ ４０ ４２ ４４ ４５ ４５ ４０ 
要介護２ ２９ ２８ ２７ ２７ ２７ ２５ 
要介護３ ２３ ２３ ２４ ２４ ２４ ２６ 
要介護４ ６ ６ ４ ５ ５ ５ 
要介護５ ９ １０ ９ ９ ９ ８ 
みなし ２ １ ２ １ ４ １ 

 １０月 １１月 １２月  １月   ２月 ３月 
要支援１・２ １１ １２ １２ １１ １１ １１ 
要介護１ ３９ ４０ ４２ ４２ ４５ ４５ 
要介護２ ２４ ２１ ２１ ２０ ２４ ２３ 
要介護３ ２４ ２５ ２４ ２６ ２５ ２６ 
要介護４ ９ ８ ９ ９ １０ １０ 
要介護５ ８ ８ ８ ７ ５ ６ 
みなし ６ ２ ４ ３ ６ ３ 
① 介護保険認定確保延人数  １，３１６人 
② 介護予防認定確保延人数    １４０人 

 
要介護認定調査件数                         （単位：件） 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 
在 宅 ４  ３ ５ ４ ７ ４ 

 １０月 １１月 １２月  １月   ２月 ３月 
在 宅 ４  ３ ４ ４ ４ ６ 
① 年間調査合計５２件 

 
 
２ 施設整備 
   建物・設備の修繕・更新等については当初の計画通り GH 防犯カメラの設置、や



 
 

 

まぶき通り共用部照明の LED 化、エアコン・厨房ブリクサー５G・電動ベッド（10
台）の更新を実施した。また、計画以外にもエアコン・空調の修繕、トイレウォシ

ュレットの修繕が多く随時実施した。 
 

３ 人材確保と育成・定着 
生産性向上の取り組みについては、事業所等の課題を見える化しつつ改善に取り

組み、働きやすい職場を目指し職員の定着や新しい職員の受け入れ体制構築に取り

組んだが今後も継続した取り組みが必要である。 
課題取り組みについては生産性向上を念頭に課題研究として、前年度に引き続き

指導を受けながら取り組み業務改善につながった取り組みもあった。  
   コミュニケーションスキルを活かした職場作りについては、職員それぞれの役職

や経験年数等に応じた法人主催の階層別研修等でコミュニケーションの仕方を学

んだが今後も継続した取り組みが必要である。 
   プリセプター制度の充実については、２名の新卒採用者に対してプリセプターに

よる指導を実施したほか、上司や事業所職員、法人の巡回指導者も積極的に関与し

前年度に引き続き充実したものとなった。また、中途採用者についても同様にプリ

セプター制度を活用し人材育成に努めた。 
例年同様介護福祉士資格取得に向けたサポートとして、日建学院山形校の介護実

務者研修スクーリング開催を計画していたが受講希望者なく今年度は開催を見送

った。 
 
４ 選ばれる施設・選ばれる職場 
   労働環境改善に向けた生産性向上の取り組みについては、前年度受けた山形県

介護生産性向上総合支援センターの伴走支援を基に業務の効率化を目指し課題の

抽出から具体的取り組み・効果測定まで取り組んだが今後も継続した取り組みが

必要と考えている。課題抽出の際は業務を見える化するためハカルトを用いてタ

イムスタディを実施した。 
   また、生産性向上の取り組みの実践の中で継続的に介護ロボットを導入した。眠

りスキャンを１９台増設（合計 49 台）し職員の訪室回数の減少による業務負担の

軽減や夜間帯の精神的負担の軽減につながった。そのほか入浴介助時の負担軽減と

してウルトラファインバブル発生装置ピュアットを２台導入し入浴介助時間が減

少した。 
ＬＩＦＥ（科学的介護情報システム）の活用については、利用者情報の登録・提

出は実施しているものの、そのフィードバック内容が利用者個別的なものでないた

め有効活用とまではいかなかった。 
 
５ みゆき会グループ、自治体、他関係機関との連携強化 
   みゆき会グループの連携強化のため定期的に開催される連携協議に参加し、介



 
 

 

護サービスの質の向上・新規利用者獲得・介護人材の獲得・人材育成・生産性向

上等において情報を共有しながら協力体制の構築について継続的に協議した。 
上山市の委託事業として、上山市ふれあい事業陽だまりワークショップや家族介

護教室を開催した。陽だまりワークショップは地域ごとに３回開催し、各回とも地

区役員の皆様、民生委員・児童委員の皆様、地域ボランティアの皆様の協力のもと、

地域の皆様に参加いただいた。 
また、上山市社会福祉協議会や市内他法人との連携ですこやか運動教室参加者の

送迎を行う移動支援に継続して協力したほか、関係機関からの施設見学依頼に対応

するなどして連携強化に努めた。 
 
６ 社会福祉法人（施設）としての公益的取組の推進 
   職員を派遣した取り組みについては、地域から依頼を受けた出前講座をミュージ

ックケアや栄養講座、口腔ケア講座を中心に５回実施したほか、牧野地区用水路清

掃・資源回収に職員を派遣し協力した。また、山形県認知症介護実践者研修等に指

導者として職員を派遣した。 
施設内での取り組みについては、実習生や職場体験を随時受け入れた。実習生は

東北文教大学・山辺高校・上山高等養護学校・米沢栄養大学から、職場体験は宮川

中学校・東北文教大学から受け入れた。 
その他、高齢者の外出支援を目的に上山市社会福祉協議会やボランティアの協力

を得てミニツアーを開催した。また、市民向けに介護サービスの情報提供としてみ

ずほ・ながすずだよりを年２回発行し全戸回覧した。 
   防災の取り組みについては防災訓練に地域住民代表の方に見学参加いただき災

害時の協力体制を確認した。 
   社会福祉法人の利用者負担軽減事業、喀痰吸引研修事業を継続して実施した。 
 
７ その他 
 

（１） みずほの里 施設整備等   
月 日 工事名等 請 負 業 者 金額（税込） 

５月２１日（水） 天井漏水部修繕工事 日本調理機㈱ 409,200 円 
 ６月５日（木） 玄関ﾎｰﾙ天井埋込空調機器修繕工事 ㈱朝日工業社 110,000 円 
 ６月５日（木） GH 防犯カメラ設置工事 富士ﾌｨﾙﾑBI山形㈱ 781,000 円 
６月１０日（火） GH 和室エアコン更新工事 東北電化工業㈱ 143,000 円 
６月１０日（火） ｶｽﾒｰﾀｰ・調整器更新工事 山形酸素㈱ 286,880 円 
６月１２日（木） GH 食堂空調機器更新工事 矢萩ﾒﾝﾃﾅﾝｽ 189,200 円 

 ６月３０日（月） 業務用乾燥機修繕工事 ㈱冷凍技術工業所 159,500 円 
 ７月３日（木） 地下ｵｲﾙﾀﾝｸ用側圧式液面計更新工事 ㈱朝日工業社 187,000 円 



 
 

 

 ８月４日（月） 厨房洗浄室空調機器更新工事 矢萩ﾒﾝﾃﾅﾝｽ 715,000 円 
 ８月２１日（木） ﾕﾆｯﾄ汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ更新工事 矢萩ﾒﾝﾃﾅﾝｽ 297,000 円 
 ８月２１日（木） 利用者用ｳォｼｭﾚｯﾄ便座更新工事 矢萩ﾒﾝﾃﾅﾝｽ 165,000 円 
９月１０日（水） 利用者居室電気温水器更新工事 矢萩ﾒﾝﾃﾅﾝｽ 170,500 円 

１０月１０日（金） ﾕﾆｯﾄ廊下空調機修繕工事 矢萩ﾒﾝﾃﾅﾝｽ 473,000 円 
１０月１４日（火） 利用者居室電気温水器更新工事 矢萩ﾒﾝﾃﾅﾝｽ 170,500 円 
１０月２０日（月） 給湯ﾎﾞｲﾗｰ循環ﾎﾟﾝﾌﾟ修繕工事 ㈱朝日工業社 176,000 円 
 １０月２３日（木） GH 石油給湯器更新工事 矢萩ﾒﾝﾃﾅﾝｽ 224,400 円 
 １０月２４日（金） 利用者用ｳォｼｭﾚｯﾄ便座更新工事 矢萩ﾒﾝﾃﾅﾝｽ 141,900 円 
 １０月２８日（火） 職員用ｳォｼｭﾚｯﾄ便座更新工事 矢萩ﾒﾝﾃﾅﾝｽ 181,500 円 
１１月５日（水） 温水給湯器修繕工事 ㈱朝日工業社 143,000 円 

 １１月１１日（火） 厨房流し台給水配管修繕工事 矢萩ﾒﾝﾃﾅﾝｽ 145,200 円 
 １１月１３日（木） やまぶき通り共用部LED 照明改修工事 ﾘｺｰｼﾞｬﾊﾟﾝ㈱山形支店 494,483 円 
 １１月１４日（金） GH 居室ﾙｰﾑｴｱｺﾝ更新工事 東北電化工業㈱ 165,000 円 

１２月２日（火） GH 居室ﾙｰﾑｴｱｺﾝ更新工事 東北電化工業㈱ 187,000 円 
１２月１５日（月） 浴室側溝塗床工事 ㈱ファルベン 480,000 円 
２月１９日（木） GH 食堂ﾙｰﾑｴｱｺﾝ更新工事 東北電化工業㈱ 241,500 円 
３月１８日（水） ﾅｰｽｺｰﾙ用ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ連携主装置修繕工事 山形ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ㈱ 134,761 円 
３月１８日（水） GH 利用者用ｳォｼｭﾚｯﾄ便座更新工事 矢萩ﾒﾝﾃﾅﾝｽ 116,600 円 
３月１９日（木） ｸﾗｽﾀ流し周り修繕工事 羽陽建設㈱ 187,000 円 

 
 
 （２） みずほの里 諸行事 

月  日 行 事 名 会  場 備  考 

４月１７日（木） 出前講座 南部地区公民館 歯科衛生士口腔ケア講話 

４月２８日（月） 出前講座 駅前いきいきｻﾛﾝ ミュージックケア 

４月２９日（火） 牧野地区用水路清掃 牧野地区 職員５名参加 

５月１３日（火） 山辺高校生介護実習受入（～23 日） みずほの里 ３年生２名 

５月２１日（水） 出前講座 南町いきいきｻﾛﾝ ミュージックケア 

６月１６日（月） 上山高等養護学校生実習受入（～27日） みずほの里 ２年生１名 

６月１９日（木） ドッグセラピー 陽だまりの広場  入居者・利用者 

７月４日（金） みずほ・ながすず合同慰霊祭 みずほの里仏間 上山仏教協和会様 

７月２４日（木） ﾓﾝﾃﾃﾞｨｵ山形 Be ｻﾎﾟｴｰﾙ企画来所 陽だまりの広場 ﾓﾝﾃﾃﾞｨｵ山形選手等 

８月４日（月） 義務教育教員志願者介護等体験（～8日） みずほの里 文教大２年生１名 

８月６日（水） ミニ夏祭り みずほの里 陽だまりの広場事業所毎 

８月１８日（月） 義務教育教員志願者介護等体験（～22 日） みずほの里 文教大２年生２名 



 
 

 

８月１９日（火） ソーシャルワーク実習受入（～9/3） みずほの里  文教大３年生１名 

８月２７日（水） みずほの会懇談会 みずほの里会議室  

９月１日（月） 米沢栄養大学実習受入（～5日） みずほの里 ３年生４名 

９月９日（火） 介護等体験受入（～10 日） みずほの里 文教大１年生１名 

９月１６日（火） 石巻市社会福祉協議会様施設見学 みずほの里  

９月１７日（水） 敬老会（特養・ユニット・GH） 陽だまりの広場 入居者・家族 

９月２４日（水） 出前講座 牧野いきいきｻﾛﾝ ミュージックケア 

１０月２日（木） 陽だまりワークショップ１回目 陽だまりの広場 上山市委託事業 

１０月１７日（金） 牧野地区資源回収 牧野地区公民館 新聞・雑紙等持参 

１０月２２日（水） 居宅みずほ運営指導 みずほの里会議室 上山市高齢介護係 

１０月２８日（火） 診療所立入検査 みずほの里医務室 村山保健所 

１０月３０日（木） 陽だまりワークショップ２回目 陽だまりの広場 上山市委託事業 

１１月１３日（木） 陽だまりワークショップ３回目 陽だまりの広場 上山市委託事業 

１１月２４日（月） 牧野地区様より手打ちそば提供 牧野地区公民館 入居者・利用者昼食として 

１１月２５日（金） 輪投げ大会 クラスタ・事業所 利用者代表者 

１１月２７日（木） 先進施設視察研修受入 みずほの里 １７名来所 

 １２月３日（水） 夜間想定防災訓練 みずほの里 入居者・職員 

 １月２２日（木） 老施協輪投げ大会開会式 みずほの里 ＺＯＯＭ 

１月２９日（木） 老施協輪投げ大会閉会式 みずほの里 ＺＯＯＭ 

 ２月１２日（木） 出前講座 金生みよしｻﾛﾝ ミュージックケア 

２月１２日（木） ソーシャルワーク実習受入（～3/2・17） みずほの里  文教大３年生２名 

２月１３日（金） 家族介護教室（ながすずの里と共催） ながすずの里 上山市委託事業 

２月１３日（金） 停電想定防災訓練 みずほの里 机上訓練 

３月１３日（金） 施設内実践研究発表会１回目 みずほの里会議室  

３月２７日（金） 施設内実践研究発表会１回目 みずほの里会議室  

 
（３）アクシデント状況 
     報告書数 ９６０件（内ヒヤリハット４２７件） 
      骨折事故等  ９件 

（第２・４腰椎、第６胸椎骨折 左骨盤骨折 第１・２胸椎圧迫骨折  
右頬骨骨折 左下腿骨折 左大腿部頸部骨折 右大腿骨骨折 
右大腿骨頸部骨折 第２腰椎圧迫骨折）   

（４）苦情対応 
    苦情件数   １２件 

（職員の接遇に関すること８件 被害・損害に関すること２件 
その他２件） 

 



 
 

 

（５）車両事故 
     事故件数   ７件（内、人身事故 ０件 ） 
     （利用者宅歩道側面に接触１件 利用者宅ポールに接触１件 

みずほの里道路際段差ポールに接触１件 利用者宅段差に接触１件 
利用者宅カーポート柱に接触１件 利用者宅生垣に接触１件 
送迎準備の際駐車していた送迎車両に接触１件） 



《ひいなの里》 
 
１ 経営基盤の安定 
    ひいなの里経常増減差額率について１２．３％（前年６．５％）となっている。 

  長期入所平均稼働率９８．１％（前年９７．２％）、短期入所平均稼働率 
 ９０．２％（前年８５．９％）、通常規模型デイ平均稼働率９１．１％（前年 
 ９１．４％）、認知症対応型デイ平均稼働率７７．９％（前年５９．７％）、 
小規模多機能平均稼働率９４．４％（前年９３．１％）、居宅介護担当確保 
延べ人数１，０６３件（前年９７７件）となった。 
 介護老人福祉施設における待機者数の減少は地域全体の課題となっており、 
ひいなの里においても待機者数はピーク時に比べ減少しているが、前年度比で 
１３名増加し、３８名となっている（３月末現在）。長期入所の入退去につい 
て、６件と例年並みの数字となっている。空床５日以内の入居を達成すること 
により、利用人数について目標値に達することができた。長期入所経常増減差 
額率－３．９％（前年－５．８％）。 
 短期入所について、目標値の利用人数には到達しなかったが、年間５５名の 
新規利用者を受け入れし高稼働の維持に努めた。短期入所経常増減差額率２１ 
７％（前年２０．７％）。 
通所介護は前年度目標稼働を上回っているが、事業対象者の登録者数が増加

しており、要介護者と事業対象者の登録数のバランスの調整は喫緊の課題とな

っていた。人員の配置及び新規利用者の受け入れ等配慮し、経営状況改善され

ていきている。通所介護経常増減差額率０．６％（前年－８．８％）。 
 認知症対応型通所介護について、年度当初稼働率が５０％以下に落ち込んで 
いたが、自法人の通所介護事業所及び、小規模多機能からの利用移行及び、 
積極的な営業活動実施し２０名（前年１３名）の新規利用者獲得に努め、目標 
利用人数に達することができた。認知症対応型通所介護経常増減差額率４５． 
５％（前年２４．２％）。 
 小規模多機能は、新規利用者１４名と例年より登録者の入れ替わりが多い 
状況であったが、居宅介護支援事業所との連携等で目標値に近い登録者数を 
維持することができた。また、年度途中より新たな加算を算定することで、 
目標収益に達することができた。小規模多機能継続増減差額率２３．０％ 
（前年２０．７％）。 

   居宅介護支援について、新規利用者獲得に努め年間５４件の新規契約に繋げ   
  （前年１５件）、目標収益同等の結果となっている。居宅介護支援経常増減 

差額率２０．５％（前年－２．６％）。 
経費節減、及び適正なコスト管理について、ペーパレス化の推進（前年比複合機使 

     用回数－７５，１９２）及びエアコン・照明等の適切な使用に努め、12 ヵ月累計で事業 



費１３．６％（目標 1４％以内）、事務費９．０％（目標 1２％以内）となり、目標値を達成す 

ることができた。 

 
（１）長期入所 

利用状況 

①  延利用者数   １０，３８５人 
②  平均入所者数  ２８．５人／日 
③  平均稼働率   ９８．１％ 
④  平均介護度   ４．１ 
⑤   利用定員数   ２９人 

長期入所待機者数                  （３月末現在） 
要支援等 介護度１ 介護度２ 介護度３ 介護度４ 介護度５ 合計 

０ ０ １ １４ １６ ７ ３８ 
① 内訳  男性 １３人  女性２５人 

 
 
（２）短期入所 

利用状況   
 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 
利用延人数 ５３６ ５４８ ５７９ ５７７ ５５３ ５７２ 
平均利用者数 １７．９ １７．７ １９．３ １８．６ １７．８ １９．１ 
稼 働 率 ８５．１ ８４．２ ９１．９ ８８．６ ８４．９ ９０．８ 
 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 
利用延人数 ５８１ ５６５ ６０５ ６５１ ５４１ ６２３ 
平均利用者数 １８．７ １８．８ １９．５ ２０．３ １９．３ ２０．１ 
稼 働 率 ８９．２ ８９．７ ９２．９ ９６．８ ９２．０ ９５．７ 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 
利用延人数 ８６４ ８８０ ８６６ ８９０ ８６８ ８２７ 
平均入所者数 ２８．８ ２８．４ ２８．９ ２８．７ ２８．０ ２７．６ 
稼 働 率 ９９．３ ９７．９ ９９．５ ９９．０ ９６．６ ９５．１ 
平均介護度 ４．０ ４．１ ４．１ ４．０ ４．０ ４．０ 
 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 
利用延人数 ８６７ ８６７ ８８７ ８６９ ８０７ ８９３ 
平均入所者数 ２８．０ ２８．９ ２８．６ ２８．０ ２８．８ ２８．８ 
稼 働 率 ９６．４ ９９．７ ９８．６ ９６．７ ９９．４ ９９．３ 
平均介護度 ４．１ ４．１ ４．１ ４．１ ４．１ ４．１ 



① 延利用人数    ６，９１０人 
② 平均利用者数   １８．９人／日 
③ 平均稼働率    ９０．２％ 
④ ３月末登録者数  １４５人 
⑤ 利用定員数    ２１人 

 
 

（３）通常規模型デイサービスひいな 
利用状況  

①  延利用人数    ７，０１４人 
②  平均利用者数   ２２．８人／日 
③  平均稼働率    ９１．１％ 
④  ３月末登録者数  ７１人（介護５２人  予防・総合１９人） 
⑤  利用定員数    ２５人／日 

 

 

（４）認知症型デイサービスひいな 
利用状況   

① 延利用人数    ２，８７９人 
② 平均利用者数   ９．３人 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 
利用延人数 ６１４ ６３３ ６０２ ６２９ ５７８ ５６４ 
平均利用者数 ２３．６ ２３．４ ２４．１ ２３．３ ２２．２ ２１．７ 
稼 働 率  ９４．５ ９３．８ ９６．３ ９３．２ ８８．９ ８６．８ 
 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 
利用延人数 ５９５ ５５４ ６２５ ６００ ６００ ５６８ 
平均利用者数 ２２．０ ２２．２ ２２．９ ２３．５ ２２．５ ２１．８ 
稼 働 率  ８８．１ ８８．６ ９１．７ ９４．０ ９０．０ ８７．４ 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 
利用延人数 １５１ １８３ １９８ ２４６ ２５６ ２７８ 
平均利用者数 ５．８ ６．８ ７．９ ９．１ ９．８ １０．７ 
稼 働 率  ４８．４ ５６．５ ６６．０ ７５．９ ８２．１ ８９．１ 
 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 
利用延人数 ２９４ ２７８ ２７３ ２５２ ２４９ ２２１ 
平均利用者数 １０．９ １１．１ １０．９ １０．５ １０．４ ８．５ 
稼 働 率  ９０．７ ９２．７ ９１．０ ８７．５ ８６．４ ７０．８ 



③ 平均稼働率    ７７．９％ 
④ ３月末登録者数  ２３人 
⑤ 利用定員数    １２人／日 

 
 

（５）小多機 hina 
      利用状況 

① 通い延人数 ５，３８０人 訪問延回数 ３，９１２人 宿泊延人数 ２，７２４人 
② 平均登録数  ２７．４人 
③ 平均稼働率  ９４．４％ 
④ 平均介護度  ２．２ 
⑤ 利用登録者数 ２９人（３月末登録者数２９人） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 
通い延人数 ４５８ ４９７ ４５４ ４６８ ４１１ ４０１ 
訪問延回数 ２１７ ２６７ ２６３ ３１７ ３４８ ３３２ 
宿泊延人数 １８６ ２０６ ２１１ ２４５ ２２７ １９８ 
登録延人数 ７９０ ８３７ ７８０ ７８５ ８０４ ７６７ 
稼 働 率  ９０．８ ９３．１ ８９．７ ８７．３ ８９．４ ８８．２ 
 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 
通い延人数 ４５０ ４４４ ４５０ ４７６ ４３８ ４３３ 
訪問延回数 ３９５ ３９３ ４０４ ３７３ ３２９ ２７４ 
宿泊延人数 ２３１ ２４１ ２３３ ２５６ ２５２ ２３８ 
登録延人数 ８６８ ８７０ ８７９ ８９９ ８１２ ８９９ 
稼 働 率  ９６．６ １００ ９７．８ １００ １００ １００ 



（６）居宅介護支援事業所ひいな 
介護度別ケアプラン作成件数                  （単位：件） 

①  介護保険認定確保延人数  １，０６３人（みなしを含む） 
②  介護予防認定確保延人数      ５１人 
③  事業対象認定確保延人数      １１人 

要介護認定調査件数                        （単位：件） 

①  年間調査合計  ３２件 
 
 
２ 施設整備 
   計画に基づいて、見守り支援システム（短期入所２１台※山形県介護テクノロジ 
 ー定着支援事業費補助金活用)、厨房食器洗浄機、特殊寝台、デイルーム等のパッケ 
 ージエアコン更新、非常灯設備更新、PC 更新（１１台）、LPG バルク貯槽更新等実施 
 している。 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 
要支援１・２ ３ ３ ３ ４ ４ ５ 
要介護１ １９ １９ １９ ２２ ２２ ２１ 
要介護２ ２９ ２７ ２８ ３１ ３４ ３５ 
要介護３ １４ １４ １７ １７ １５ １４ 
要介護４ １０ １０ １３ １１ １０ ８ 
要介護５ ６ ７ ５ ６ ５ ５ 
みなし ０ ０ ０ ０ １ １ 

事業対象 １ １ ０ １ １ １ 
 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

要支援１・２ ４ ４ ５ ５ ６ ５ 
要介護１ ２５ ２５ ２９ ３２ ３３ ３４ 
要介護２ ３６ ３７ ３６ ３７ ３６ ３４ 
要介護３ １４ １６ １６ １４ １３ １２ 
要介護４ ８ ８ ９ ９ １０ １１ 
要介護５ ５ ６ ６ ６ ６ ５ 
みなし ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

事業対象 １ １ １ １ １ １ 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 
在 宅 １ １ ２ １ ２ ２ 

 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 
在 宅 ２ ６ ６ ３ ２ ４ 



３ 人材育成・定着 
    新卒者１名に対してプリセプターによる指導を実施すると共に、上司・事業所 

職員、巡回指導者も関与し充実したものとなった。また、中途採用者についても 
同様にプリセプター制度を活用し人材育成に努めることができた。 
外部研修の受講を奨励し、延べ１３０名（前年９４名）の職員が研修参加して 

いる。認知症介護実践者研修１名、認知症介護実践リーダー研修１名、認知症対 
応型サービス事業管理者研修１名、ユニットリーダー研修 1 名、リスクマネジャ 
ー研修１名の修了。介護福祉士１名、介護支援専門員１名、精神保健福祉士１名  
資格取得している。生産性の向上について、委員会を中心とし取り組みを推進し、 
普及啓発に努めておる。今年度短期入所事業所が山形県の伴走支援事業所に選定 
され、年間を通じ生産性に資する取り組み及び活動報告を実施している。 
 中間管理職を中心に、職員間のコミュニケーションを重視することで組織風土 
の醸成を図り職員の離職防止に努めることができた。令和７年度離職率６．７％。 

  
 
４ 選ばれる施設・選ばれる職場 
   ユニット推進係会での検討を基に情報共有の工夫を実施した。おもてなしの係会 

により接遇・マナー力の向上に努めたが、一部の事業所職員が所属していないため、 
次年度より接遇委員会を設置し接遇・マナー力の更なる向上に努めていく。 

紅寿の里と定期的に連絡会を開催し、河北町内での介護サービスの利用推進及び 
  地域支援活動等も連携し活動を実施した。 
   業務の見直しや効率化を図るため、タイムスタディ記録アプリを活用し、業務の 

可視化を行い、無駄の削減や役割分担の適正に務めた。また、新たな ICT 機器の

導入として、見守り支援システム（眠り CONNECT）２１台を短期入所に導入し、 
  利用者様の睡眠の質向上及び転倒リスクの軽減、職員の夜間巡視の減少に繋げる 
  ことができた。 

法人ホームページのスタッフブログにて日常の入居者・利用者の生活の様子を定 
期的に更新し、利用者家族や地域の方々、関係機関等へ暮らしの様子を発信する 
ことができた。 

       
 
５ みゆき会グループ、自治体、他関係機関との連携強化 
   紅寿の里と定期的に連携会議を開催し課題及び情報の共有と実施し、河北町及び 
  近隣地域における適切なサービスの提供や地域支援事業の連携等に取り組んだ。 
   協力医療機関である県立河北病院と、入退院等に関わる会議を定期開催し、情報 

共有の深化に努めた。また、自治体との連携についても、定期的に意見交換等行な 
い関係性の深化に努めている。 



６ 社会福祉法人（施設）としての公益的取組の推進 
 社会福祉法人の利用者負担軽減事業を対象者に対し適切に実施し、経済的支援

を行った。前年度途中より、河北町社会福祉協議会のコーディネートにより河北

町通所型サービス B への移送支援を他介護施設と連携して取り組み、毎週移送 
支援を実施した。今年度初の試みで、地域住民を対象とした多世代交流会を地域 
交流ホールで開催し、多様な世代の方々が奏でる音楽を通じ多世代参画による、 
地域活力の向上に努めた。出張ひいなカフェ（認知症カフェ）を B 型事業所へ訪

問し実施、また集合形式でのひいなカフェを今年度より再開した（奇数月開催）。 
    実習の受け入れについて、義務教育志願者介護体験の３名、中学生キャリア体

験３名、介護支援専門員実務研修実習１名の受け入れを実施している。 
    SDGs の取り組みについて「古着 de ワクチン」活動の実施および、地域食堂への 
   ボランティア訪問行ない、職員及び地域住民への啓発活動に努めた。 
 
 
７ その他 
（１）  ひいなの里 施設整備等  
月  日 工事名等 請 負 業 者 金額（税込） 
5 月 22 日 PC 更新（１１台） (株)メコム  １，８９２，０００円 

7 月  4 日 厨房食器洗浄機更新 （株）アイホー ７０９，５００円 

7 月 30 日 スチームコンベクション修繕   タニコー（株） ３５２，０００円 

7 月 30 日 特殊寝台更新（２台） 岡崎医療(株) ７３８，９８０円 

8 月 25 日 非常灯更新（あかね西・東） 山形ニッタン（株） ３３０，０００円 

8 月 27 日 LPG バルク貯槽の入替・更新 山形酸素（株） ２，９１５，０００円 

10 月 16 日 無線 AP ネットワーク構築 富士フイルム BI 山形 １，３８９，８５０円 

12 月  2 日 縦型エアコン更新 (ときわ

西・あかね西) 
矢萩メンテナンス ２，０６８，０００円 

12 月 4 日  眠り CONNECT 設置工事 

(短期入所２１床) 
岡崎医療(株)  ４，２８１，２００円 

1 月  9 日 厨房室空調更新工事 矢萩メンテナンス １０７８，０００円 
1 月 31 日 空調修繕工事（小多機） 矢萩メンテナンス ３０３，６００円 

 
 
（２） 諸行事、その他 

月  日 行 事 名 会  場 備  考 
4 月 10 日（木） 交通安全立哨 道の駅河北 職員 1 名派遣 



4 月 17 日（木） 通所サービス B 型訪問 なでしこ広場（溝延） 職員 2 名派遣 
4 月 20 日（日） 要害地区資源回収 要害地区 職員 2 名派遣 
5 月 15 日（木） 通所サービス B 型訪問 お茶のみ大学（西里） 職員 2 名派遣 
5 月 17 日（日） 出前講座(介護保険・口腔ケア) 松橋東地区 職員 2 名派遣 

5 月 27 日（火） ひいなカフェ 地域交流ホール 参加者２６名 

6 月 16 日（月） 総合防災訓練（火災避難訓練） ひいなの里 長期・小多機他 

6 月 19 日（木） 通所サービス B 型訪問 茶の間・北星（北谷地） 職員 2 名派遣 

7 月 22 日（火） ひいなカフェ 地域交流ホール  

8 月 1 日（金） 交通安全立哨(他 8/16) ひいなの里前道路 職員 1 名派遣 

8 月 5 日（火） キャリア体験受入れ（～6 日） ひいなの里 河北中２年３名 
8 月 6 日（水） 夏祭り（長期入所） 各ユニット他 その他、事業所ごと開催 

8 月 25 日（月） 介護等体験受入(～29 日) ひいなの里 山大生他３名受入れ 

9 月 30 日（火） ひいなカフェ 地域交流ホール 外部講師 21 名参加 

10 月 14 日（火） 車椅子贈呈式（山形パナソニック） 地域交流ホール 山パナ・老施協より 

10 月 16 日（木） 通所サービス B 型訪問 なでしこ広場（溝延） 職員 2 名派遣 

10 月 21 日（火） 総合防災訓練（夜間想定） ひいなの里 長期・小多機他 

10 月 26 日（日） 要害地区資源回収 要害地区 職員 2 名派遣 

10 月 29 日（水） 敬老会（長期入所） 地域交流ホール その他、事業所ごと開催 

11 月 13 日（木） 認知症サポーター養成講座 谷地南部小学校 南部小生徒対象 
11 月 20 日（木） 通所サービス B 型訪問 お茶のみ大学（西里） 職員 2 名派遣 

11 月 25 日（火） ひいなカフェ 地域交流ホール  

12 月 18 日（木） 通所サービス B 型訪問 茶の間・北星（北谷地） 職員 2 名派遣 

1 月 27 日（火） ひいなカフェ 地域交流ホール 外部講師 53 名参加 

2 月 22 日（日） 音楽がつなぐ多世代ひろば 地域交流ホール 地域交流事業 
3 月  1 日（日） 出前講座(介護保険・認知症ケア) 要害地区公民館 職員２名派遣 
3 月 17 日（火） 山形県伴走支援成果報告会 山形ビッグウイング 短期入所職員発表 
3 月 24 日（火） ひいなカフェ 地域交流ホール  
3 月 27 日（金） 課題取り組み発表会 地域交流ホール  

 
（３）アクシデント状況 

     報告数 ８４３件（内、アクシデント２１６件 ヒヤリハット６２７件） 
      骨折事故等 ６件（第三腰椎破裂骨折、左大腿骨頸部骨折、右上腕骨近位端 
             骨折、第１１胸椎圧迫骨折、左大転子部骨折、第一腰椎 
             圧迫骨折） 
 
 



（４）苦情対応 
    苦情件数   ２件（職員の接遇及びサービス内容に関すること２件） 
 

（５）車両事故 
     事故件数 １件（内、人身事故 ０件 ） 
 
 



 
 

 

《 ながすずの里 》  
 
１ 経営基盤の安定 

特養平均稼働率９８．７％（前年９８．１％）、ＧＨ平均稼働率９７．１％（前

年９７．３％）、小規模多機能平均登録稼働率９３．５％（前年９７．９％）、居宅

介護担当確保９９９件（前年１，０２９件）となった。特養は前年度よりも入退去

者数の増及び、待機者数が減少している状況下であったが、空床期間の短縮（空床

５日以内の目標）での新規の受け入れや空床ショート積極的なの受け入れを実施し

収入目標を達成することができた。グループホームは、特養同様待機者数が減少し

ているが居宅介護事業所等との連携を強化し、空床ショート等の受け入れを行い、

空床期間を少なくすることで収入目標を達成することができた。小規模多機能は登

録者の長期入院及び入所による登録解除が前年度よりも増加しており、収入・登録

数共に目標を達成することができなかった。居宅介護支援は前年度に続き、介護保

険施設への入居及び逝去による契約終了が新規利用の同等数いたため、目標を達成

することができなかった。 
経費節減、及び適正なコスト管理について、12 ヵ月累計で事業費 1３.５４％（目標 1３％

以内）、事務費１１.５％（目標 1０％以内）となり、経費節減に努めたが、物価高騰による経

費の増の影響もあり、目標を達成することができなかった。 

今年度は、小多機、居宅が苦戦し、前年度実績よりも収入予算、収支差額ともに

下回る結果となった。昨年に引き続きみずほの里、ながすずの里間での連携を更に

強化し経営基盤の安定を図っていく。 
 
（１） 地域密着型特別養護老人ホーム 

利用状況 
   ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 
利用延人数 ８７０ ８９６ ８７０ ８９９ ８９８ ８６２ 

平均入所者数 ２９．０ ２８．９ ２９．０ ２８．０ ２８．７ ２８．７ 

稼 働 率 １００ ９９．７ １００ １００ ９９．９ ９９．１ 

平均介護度 ４．１７ ４．１７ ４．１８ ４．１４ ４．１ ４．０３ 

 １０月 １１月 １２月 １月 ２月   ３月 

利用延人数 ８９９ ８６１ ８７２ ８９１ ７５３ ８８０ 

平均入所者数 ２９．０ ２８．７ ２８．１ ２８．７ ２６．９ ２８．４ 

稼 働 率 １００ ９９．０ ９７．０ ９９．１ ９２．７ ９７．９ 

平均介護度 ３．９７ ３．９７ ３．９７ ３．９７ ４．０３ ４．０７ 

① 延利用者数    １０，４５１人 
② 平均入所者数  ２８．６ 人／日 



 
 

 

③ 平均稼働率   ９８．７％ 
④ 平均介護度   ４．０６（各月末時点平均） 
⑤ 利用定員数   ２９床 

 
入所待機者数                         （３月末現在） 

 介護度１ 介護度２ 介護度３ 介護度４ 介護度５ 合計 

上山市 ２ １０ １８ １４ ３ ４７ 
内 訳：男性 １６ 女性 ３１  ※要介護３以上 ３５名 

 
 
（２）グループホーム 

利用状況 
 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 
利用延人数  ５３４  ５４９ ５４０ ５５８ ５５８ ５３９ 

平均入所者数 １７．８ １７．７ １８．０ １８．０ １８．０ １７．９ 

稼 働 率 ９８．９ ９８．４ １００ １００ １００ ９９．８ 

 １０月 １１月 １２月  １月   ２月 ３月 
利用延人数 ５５３ ４８７ ４７９ ５５５ ４７４ ５５８ 

平均入所者数 １７．８ １６.２ １５．５ １７．９ １６．９ １８．０ 

稼 働 率 ９９．１ ９０．２ ８５．８ ９９．５ ９４．０ １００ 

①  延利用人数   ６，３８４人 
②  平均利用者数  １７．５人／日 
③  平均稼働率   ９７．１％ 
④  平均介護度   ２．７４ 
⑤  利用定員数   １８人／２棟 

 
 
（３）小規模多機能 

利用状況                           
   ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 
延通い人数 ４０８ ４５４ ４２２ ４６０ ４６２ ４１１ 

延訪問回数 ２１６ ２１９ ２２０ ２１９ ２２５ ２１４ 

延宿泊人数 １７３ ２１４ １８１ ２２０ ２２０ １９４ 

延登録者数 ８４０ ８６８ ８４０ ８６８ ８８２ ８４０ 

稼 働 率 ９６．６  ９６．６ ９６．６ ９６．６ ９８．１ ９６．６ 



 
 

 

 １０月 １１月 １２月  １月   ２月 ３月 
延通い人数 ３６４ ４２８ ４４２ ４１７ ３７７ ４８０ 

延訪問回数 ２４１ ２３２ ２５２ ２６６ ２４１ ２６６ 

延宿泊人数 １９４ １９３ ２１４ ２０６ １９２ ２５９ 

延登録者数 ８０６ ８０４ ８３１ ７８４ ７０７ ８２９ 

稼 働 率 ８９．７ ９２．４ ９２．４ ８７．２ ８７．１ ９２．２ 

① 延通い人数 ５，１２５人 延訪問回数 ２，８１１人 延宿泊人数 ２，４５３人 
② 平均登録者数  ２７．１人／日 
③ 平均稼働率   ９３．５％ 
④ 平均介護度   １．９３ 
⑤ 登録者定員数  ２９人（３月末現在登録者数２７人） 
     
 
（４）居宅介護支援事業所 

介護度別ケアプラン作成件数                   （単位：件） 
   ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 
要支援１・２ １４ １４ １５ １５ １６ １６ 
要介護１ ３６ ３６ ３８ ４０ ３７ ３７ 
要介護２ ２５ ２７ ２７ ２９ ３１ ３０ 
要介護３ １４ １４ １５ １４ １１ １３ 
要介護４ ４ ５ ４ ５ ５ ５ 
要介護５ ３ ２ １ １ １ １ 
みなし ３ １ ０ ０ ３ ０ 

 １０月 １１月 １２月  １月   ２月 ３月 
要支援１・２ １６ １８ １７ １８ １８ １９ 
要介護１ ３４ ３４ ３４ ３３ ３６ ３５ 
要介護２ ２８ ２８ ２９ ２９ ２８ ２７ 
要介護３ １４ １２ １１ １２ １３ １３ 
要介護４ ６ ６ ５ ５ ５ ５ 
要介護５ １ １ １ １ １ １ 
みなし １ ４ ４ ３ ０ ０ 
① 介護保険認定確保延人数     ９９９人 
② 介護予防認定確保延人数     １９６人 

 
 



 
 

 

要介護認定調査件数                         （単位：件） 
 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

在 宅 ４ ４ ３ ５ ４ ５ 
 １０月 １１月 １２月  １月   ２月 ３月 

在 宅 ５  ３ ２ ４ ６ ９ 
① 年間調査合計 ５４件 

 
２ 施設整備 
   安全性及び快適性を目的に、保守契約に基づき機器等の点検を実施、エレベーター

１号機の停電管制用バッテリー交換、その他、給水給湯、空調機器、特殊浴槽等の修

繕を実施している。また、法人と協議を行い、今後の修繕計画の検討を行った。 
 
３ 人材確保と育成・定着 
   タイムスタディを実施し、職員の業務内容と所要時間を可視化した。無駄な動線の

見直しや間接業務の役割分担等も再検討し、業務の統一化や業務改善に向けて実施し

た。今後も検討・実施を重ねながら、更なる業務改善と働きやすい環境整備に向けて

努めていく。 
資格取得については、認知症介護実践者研修１名、喀痰吸引等研修１名、ユニット

リーダー研修１名、介護福祉士１名が資格を取得している。また、プリセプター制度

及び法人巡回指導による人材育成を実施した。 
外部研修について、集合研修・オンライン研修へ積極的に参加している。また、内

部研修についても課題取組発表等教育研修委員会を中心に、集合形式での研修会を多

く実施しすることで質を高め、職員のスキルアップを図っている。 
実習生の受け入れも積極的に行い、上山高等養護学校１名、大原学園４名に職員が

指導を行う中で業務の振り返りや専門性の向上につながるなど、組織全体の向上にも

つながった。 
    
４ 選ばれる施設・選ばれる職場 
   接遇向上に向けた取り組みについて、接遇委員会を中心に個人別のチェック表を活

用し、身だしなみ、言葉遣いや態度等の見直しを図った。また、電話対応マニュアル

を作成し、職員間で共有し、丁寧で適切な対応が実践できる体制を整備した。接遇優

良者の表彰（各事業所で優良者の投票）や接遇川柳の掲示等実施し接遇に対する組織

風土の醸成に努めた。 
業務の見直しや効率化を図るため、タイムスタディの実施や業務の可視化を行い、

無駄の削減や役割分担の適正に務めた。その中で、新たな ICT 機器の必要性が明確と

なり、今年度導入予定である。また、特養では、眠りスキャン CONNECT を導入し、



 
 

 

必要な時のタイミングでのケアが可能となり、入居者の安全・安心につながるととも

に、夜間の巡視業務の効率化や負担軽減にもつながった。介護記録端末の有効活用に

ついて、アクシデントリポート集計について記録端末ソフトを活用し実施。また、施

設全体のスケジュール管理等記録ソフトを活用することにより業務効率を上げること

ができた。 
科学的介護情報システム（LIFE）への取り組みを継続して各事業所実施し科学的介

護の推進及び LIFE に関わる加算の取得を行なうことができた。 
SNS の有効活用について、日々の暮らしの様子を発信し利用者様の様子を遠方に 

  住まわれておるご家族へも伝えることができた。 
    
５ みゆき会グループ、自治体、他関係機関との連携強化 
   他拠点との交流や介護部門連絡会等など専門性を持った連携を実施した。在宅部門

連絡会をみずほの里と合同開催することにより現状の課題等共有することで、サービ

スの質等の向上に努めることができた。また、関係機関・行政との関係構築や連携を 
実施した。 
みゆき会グループの連携について、連携体制を構築し定期的な情報交換等の会議

の場を設けることで、サービスの質の向上等に努めることができた。 
  
６ 社会福祉法人（施設）としての公益的取組の推進 

社会福祉法人の公益的取組みとして、利用者負担軽減事業を２名の利用者に対し 
  て実施し、経済的負担の軽減とサービス利用継続支援を行った。長清水地区の資源回

収など地域の活動への参加し、地域交流を図ることができた。また、地区の回覧板に

感染症予防や熱中症予防のチラシを掲示し体調管理等の啓発活動を地域住民に行なう

ことができた。令和７年度初めて上山市社会福祉協議会主催の高校生介護事業等体験

事業（上山明新館高等学校）にみずほと合同で参加し、医療・福祉や介護に関する理

解を深める機会を提供した。 
かみのやまカフェ（認知症カフェ）について、今年度は毎月計１２回開催、みずほ

の里職員からの協力を得てさまざまなテーマでカフェを開催することができた。 
SDGs の取り組みについて初めてモンテディオ山形 SDGs コミュニティに参加し、

多様な関係者とつながりを広げ、その経験を施設運営や支援の質の向上に努めた。「古

着 de ワクチン」活動の実施および、フードロス削減に資する取り組みとして、地域の

子ども食堂へ更新する非常食の寄贈等行った。また、アイシティ eco プロジェクトに参

加し、職員及び地域住民への啓発活動に努めた。 
 
 
８ その他 



 
 

 

（１） ながすずの里 施設整備等  
 月 日 工事名等 請 負 業 者 金額（税込） 
4 月 18 日 NO.1 エレベーター停電管制装置用バ

ッテリー交換 
SEC エレベータ

ー㈱ 
６８，２００円 

4 月 23 日 ノートパソコン更新 ㈱メコム ８１９，５００円 
5 月 28 日 厨房温蔵庫更新 タニコー㈱ ７７７，０００円 
6 月 23 日 屋上ドレーン交換工事 羽陽建設㈱ ７１，５００円 
7 月 24 日 特浴ロベリア修繕 岡崎医療㈱ ９９，５５０円 

11 月 4 日 ガス給湯器修繕 
①1 階北系統 2 号機 
②2 階南系統 1 号機 

㈱朝日工業社 ３８５，０００円 

12 月 2 日 眠りスキャン CONNECT 導入 
AccessPoint 増設 

おかざき医療㈱ 
富士フイルム BI 

５，７７０，８２０円 
１，３６０，９２０円 

12 月 5 日 厨房コールドテーブル冷蔵庫修繕 タニコー㈱ ９７，４２０円 
1 月 16 日 厨房スチームコンベクションオーブン更新 タニコー㈱ １，３０９，０００円 
3 月 9 日 特殊浴槽ロベリア修繕 岡崎医療㈱ ８０，３００円 

（２） ながすずの里 諸行事 
月  日 行 事 名 会  場 備  考 

６月２６日（木） 防災訓練 ながすずの里 総合訓練（日中想定） 

７月 ４日（金） 合同慰霊祭 みずほの里 みずほの里と合同 

８月～９月 納涼祭（長期・ＧＨ・小多機能） ながすずの里 事業所ごとに実施 

９月１２日（金） 敬老会 ながすずの里 同日芋煮会開催 

１０月２７日（月） 防災訓練 ながすずの里 総合訓練（夜間想定） 

１２月２２日（月） 洪水による垂直避難訓練（） ながすずの里 小多機・GH 

１月 ８日（水） 新型コロナワクチン接種 ながすずの里  

（３）アクシデント状況 
     報告書数 ７１３件（内ヒヤリハット４５６件） 
      骨折事故等  ６件（大腿骨骨折３件、座骨１件、腰椎圧迫骨折２件、） 
（４）苦情対応 
    苦情件数   ５件（サービスの内容に関すること等） 
（５）車両事故 
     事故件数   ２件（内、人身事故 ０件 ） 


